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1 はじめに
近年，RFID(Radio Frequency Identification) の利
用が様々な領域で広がっている．社員証などの IDカー
ドや，電車等の交通カード，おサイフケータイなど我々
の生活に密着したものから，物流システムや生産工程
管理での ICタグ，ラベルの利用など，様々な場面で
RFIDの技術が利用されており，今後も社会の IT化・
自動化を推進する上での基盤技術として注目が高まっ
ている．本研究室においても，RFID技術を活用した
一般家庭用のユビキタス・インタフェースの研究を進
めている．
電脳美肌台 [1]は，カメラやディスプレイ，RFIDリー
ダアンテナの付いた化粧台であり，家庭でも手軽にス
キンケアの専門家のアドバイスに基づいたスキンケア
を行う事ができるシステムである．電脳美肌台では，
RFID タグを取り付けた化粧品と RFID リーダを用
いる事で，化粧品の使用履歴を簡単に記録する事がで
きる．

ObjectFinder [2]は，部屋の中の紛失しやすい物に
着目し，RFIDタグを任意の物に，RFIDリーダを自律
型ロボットに取り付けることで，部屋の中の物の位置
を自動的に記録できる物探し支援システムである．こ
のシステムでは，ロボットが部屋中を動き回り，RFID
タグを読み取る事で，ユーザの代わりに物探しを行う．
これらのシステムを実際に使用する際には，事前に

RFIDタグ番号と化粧品，小物を関連づけて ID登録を
行う必要がある．しかし，ひとつひとつを手動で登録
する作業は面倒であり，大きな問題となっている．そ
こで本研究ではこうした日用品の ID登録を手軽に行
う事ができるシステム「IteMapper」を提案する．

2 IteMapper：日用品 ID登録システム
IteMapperとは，家庭の中にある小物の ID登録を
簡単に行う事ができるシステムである．本システムの
概要を図１に示す．本システムの特徴は以下の 2点で
ある．

• 一般的な収納箱を用い，手軽に ID登録を行う事
ができる点

• 小物の写真とタグ番号を関連付けて登録する点

第一点目は手軽に ID登録を行う事ができる点であ
る．本システムでは，家庭で一般的に使われている引
き出し型の収納ケースを用いて小物の ID登録を行う．
ユーザは，RFID タグを付けた小物をケースに入れ，
引き出しを開け閉めするだけで IDを登録する事がで
きる．
第二点目は小物の写真とタグ番号を関連付けて登録
する点である．写真と IDを関連付けて登録する事で，
小物に関する情報を詳細に入力しなくてもユーザが大
まかな内容を把握できるため，登録の手間を軽減する
ことができる．また，前述した RFIDタグを用いた家
庭用システムにおいても写真とタグ番号を関連付けて
扱っており，これらと親和性の高い設計とした．

図 1: システム概要

3 実装
本システムは，一般的な引き出し型の収納ケース
と USB カメラ（Logicool 2-MP Portable Webcam
C905m），小型蛍光灯照明，リードスイッチ，USBパラ
レル変換機（秋月電子 FT245RLモジュール），RFID
リーダ（Texas Instruments S2000マイクロリーダー），
及び小型 PCから構成されている．

図 2: システムの外観

まず，USBカメラ，照明，及びPCを収納箱の上部に
設置した．次に，カメラの画角（撮影範囲）とデバイス
の収納を考慮して，引出の中央にアクリル板で仕切り
を作り，前方を撮影スペース，後方をデバイス収納ス
ペースとすることにした．撮影スペースは「22 cm ×
30 cm」となるよう設計した．さらに，デバイス収納ス
ペースにRFIDリーダーを配置し，アンテナを撮影ス
ペースの下部中央に来るように調整した．アンテナの
サイズは「20 cm× 20 cm」とすることで，撮影スペー
スの大半をカバーできる．なお，撮影スペースは白い
布で覆うことで，アンテナが直接写真に写りこまない
よう配慮した．RFIDリーダーはUSB経由でPCに接
続され，PC上で動作するミドルウェア（RFIDServer）
を介してメインプログラムから制御する．また，引き
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出しの開閉を認識するために，引き出しの最後部にマ
グネットを，収納箱上部にリードスイッチを取り付け
た．リードスイッチからの入力は，USB パラレル変換
モジュールを通して PCに入力され， PC上で動作す
るミドルウェア（Parallel Server1）を介してメインプ
ログラムから検出される．このように，メインプログ
ラムは引き出しの開閉を検出し，その後RFID番号の
読み取りの有無によって，引き出しの中に物が入れら
れたかどうかを判断する．引き出しの中に物を認識し
た際は，メインプログラムは ParallelServer，USBパ
ラレル変換機とリレーを介して撮影用の照明を点灯し，
USBカメラを用いて小物の写真を撮影する．そして，
一定時間後に照明を消灯し，撮影した画像にRFID番
号や撮影日時をタグ付けし，オンラインデータベース
に登録する．データベースとしては，現在は Flickr2を
利用している．Flickrは写真共有サービスとして広く
知られているが，ここでは写真のタグにRFID番号な
どを登録することで，簡易的なデータベースとして利
用する．最後に，収納箱上部に配置した PC，USBカ
メラ，照明などを隠すために，アクリル板を切断・加
工してカバーを作成し，通常の収納箱と並べて配置し
ても違和感がない外観となるよう工夫した (図 4)3．

図 3: システム構成図

図 4: 設置した IteMapper

4 応用例
本システムの応用として，前述の美肌支援システ
ム「電脳美肌台」[1] や物探し支援システム「Ob-
jectFinder」[2]と組み合わせた利用方法を考えている．
ここではこれらの応用例を紹介する．

1http://mobiquitous.com/mobiserver/parallelserver.html
2http://www.flickr.com/
3前述のように，引出後方にデバイス収納スペースを設けている

が，機能的な制約，及びメンテナンスの行いやすさから，これらの
デバイスは収納箱上部に配置した

4.1 電脳美肌台への応用
化粧品は消耗品であり，また化粧品によって新しい
ものに換える時期も異なる．そのため，化粧品を使い
きったり，違う製品に換える場合，次に使う化粧品を
使う前にその都度 ID登録をしなければならない．本
システムを利用することによって，箱に化粧品を入れ
るだけで ID登録ができ，化粧品換えのときのわずら
わしさが解消される．

4.2 ObjectFinderへの応用
RFIDを用いた物探しシステムの利用には，あらか
じめ日用品の ID登録が必須であるが，家の中の日用
品の小物全てを ID登録はすることは大変手間がかか
る．そのため，物探しの対象が財布や携帯，キーケー
スなどごく少数に限られてくるケースが多い．しかし，
本システムを利用することによって，今まで１つ１つ
手動で行っていた登録が気軽にできるようになる．新
しく購入してきた物も，収納する前に箱に入れるだけ
で登録できるとため，物探しシステムの利用範囲がよ
り幅広くなると考える．

5 関連研究
カメラを使って物とセンサノードの関連付けをする
研究として Spot＆ Snap[3]がある．本研究では，セ
ンサノードではなくRFIDタグを利用することで，物
の ID登録を実現した．

6 まとめと今後の課題
様々な日用品の ID登録を簡単に行う事ができるシ
ステム「IteMapper」を提案し，実装した．本システ
ムは一般的な引き出し型の収納ケースを用いて簡単に
小物の ID登録を行う事ができるため，家庭の中で用
いるRFID技術を利用したシステムへの応用が可能で
ある．我々の既存の研究とあわせて，Flickr以外の本
格的なオンラインデータベースの活用も検討していき
たい．また，このシステムを実際に物探し支援システ
ムや美肌支援システムに応用し，ユーザ実験を行って
いきたい．
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